
バイパー

ローディングシステム

本書をお読み頂き、参照用として
大切に保管してください。

取扱説明書



製造販売元
ファーノ・ジャパン・インク
〒101-0032 東京都千代田区岩本町1-9-5 FKビル4階
TEL 03-5820-4649
Email emsinfo.jp@ferno.com
https://www.ferno-jp.com

保証

弊社規定により、ご購入日より１年間の保証を致します。但し、以下
に該当する場合は、保証の対象外となります。

• 経年劣化
• 不適切な組み立て
• 不適切なメンテナンス
• 純正以外の（または互換性のない）部品や付属品の取り付け
• 事故、誤用、乱用、過失による損傷や故障。

免責事項

• 本書は、製品の使用、操作および保守に関する一般事項を記
載しており、全ての詳細を網羅するものではありません。本器
を安全かつ正しく使用することは、使用者に委ねられていま
す。

• 安全に関する情報は、使用者へのサービスとして提供される
ものです。その他の注意事項については、法規制に従ってくだ
さい。本器の使用開始前に、使用方法に関するトレーニングを
実施することをお勧めします。

• 保証期間経過後の修理及び製品の交換は、有償となります。
以下に該当する場合は、保証期間内であっても、保証の対象
外となります。また、以下の要因により発生した事故への賠償
責任は、当社は負わないものとします。

 取扱説明書に記載された方法とは異なる方法で使用した。
 取扱説明書に記載された注意事項、警告を守らなかった。
 不正な改造およびメーカーが承認していないオプション品を併

用した。

UDI
医療機器を識別するためのFDA、MDA、およびCEのUDI（Unique 
Device Identification）規制に準拠しています。UDIラベルには、シリアル
番号、製造日、製品名などの情報が記載されています。
ラベルは、足部側のコントロールパネルに貼られています。.

製造日

DEVICE TRADE NAME (CATALOG NO) 
(01) GTIN
(11)製造日

シリアル (21)シリアル
MEDIROL s.r.o., Na Strži 126/4, 140 00 Praha 4, Czech Republic
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1 - 安全情報

警告

1.3 血液感染
血液感染のリスクを低減するため、本書の消毒および洗浄の手順
に従ってください。

1.2 注意事項
注意事項は重要な情報ですが、危険に関する情報ではありませ
ん。注意事項に従わない場合、製品等に損害が生じる可能性があ
ります。

注意

1.1 警告
警告は、回避しないと負傷または死亡につながる可能性のある潜
在的に危険な状況を示します。
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1.4 記号
製品および／または本書で使用されている記号です。国際標準化機
構（ISO）、米国規格協会（ANSI）、および救急医療サービス業界で認
められた記号を使用しています。

警告

本書を熟読

訓練を受けたオペレーター2名が必要

320 kg 
705 lb

耐荷重/安全作業荷重

ロック

ロック解除

シリアルナンバー

医療機器

欧州基準に準拠

英国基準に準拠

製造日

製造所

A 矢印　左側

B 矢印　右側

1.5 安全性および指示ラベル
安全および指示ラベルには、本書に記載されている重要な情報が記
載されています。ラベルの指示をよく読み、従ってください。摩耗また
は破損したラベルは、直ちに交換してください。

A B

52092 RevA

52091 RevA
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2 - 操作者

警告

訓練を受けていない操作者が使用すると、自身および
傷病者の怪我の原因となります。当器の操作は、訓練を
受けた操作者のみが行ってください。

2.1 訓練
操作者の要件

● 本書を読み、よく理解して下さい。
● ローディングシステムの適切な使用方法について研修

を受けて下さい。
● 傷病者を介助する身体能力が必要です。
● 使用する前に、ローディングシステムの操作を練習し

て下さい。
● 研修記録を保管して下さい。
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3 - 製品

3.1 概要
ローディングシステムは、メーカーが承認したストレッチャーを車両
に搬入し、固定するために設計されています。
訓練を受けた操作者のみが使用できます。

適合性

● ファーノ製 バイパー ストレッチャー

3.2 規格

● EN 1865-2: 救急車で使用される患者搬送機器 – パート2：電
動ストレッチャー

● EN 1789: 医療車両及びその機器 ‒ 救急車

警告

• 不適切な使用は、怪我に繋がる可能性があります。
本書に記載されている目的にのみ使用してください。

• 不適切なストレッチャーの使用は、怪我に繋がる可
能性があります。純正のみを使用してください。

• 改造、不適切な部品の取り付けは、怪我や損傷の
原因となりますので、絶対に行わないでください。
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3.3 製品仕様

最大荷重：傷病者と付属部品を含めた、ローディングシステムが支えられる重量。

A) 長さ 2000 mm

B) 幅 570 mm

C) 高さ 260 mm

D) 搬入時の最大安定傾斜角（水平） 6°

E) 搬入時の最大安定傾斜角（垂直・頭上がり） 5°

F) 搬入時の最大安定傾斜角（垂直・頭下がり） 7°

最大荷重 400 kg

重量 69 kg

D

B

A

C

FED
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3.4 構成品

コントロール
ハンドル

スライダー

ローデンングアーム

ローディング
アロー (2)

リニア ガイドレール(2)

フロントファスナー

リリースハンドル

車両後側
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4 - 取り付け

4.1 要件
● ローディングシステムの取り付けには、車両の構造に精通し

た専門家が必要です。
● 一部の設置手順では、2人での作業が必要です。

車両

● 車両内に取り付けの妨げとなる物がないか点検してください。

● 部品を取り付ける床面は、ローディングシステムおよび傷病
者を乗せたストッチャーを支えるのに十分な強度が必要で
す。

● 車両が交通事故に遭った場合は、点検し、損傷した部品があ
れば交換してください。

● ローディングシステムの後側のスペースは、右表に規定され
た長さを超えてはなりません。バンパーステップの奥行き等、
規定の長さが確保できるか、確認して下さい。

警告

• 不適切な取り付けは、怪我につながる可能性があり
ます。使用する前に、ローディングシステムの設定が
ガイドラインを満たしているか、確認して下さい。

• ローディングシステムは、本書に記載されている手順
に従って取り付けてください。

• 作業時に保護具を使用しないと、怪我につながる可
能性があります。取り付け時には、必要に応じて保護
具を使用してください。

注意

• 車両の床下を点検し、取り付けの妨げとなる物（燃料
タンク、配線、ブレーキライン、燃料ライン、酸素ライ
ンなど）がないか確認してください。

• 車両が交通事故に遭った場合は、ローディングシス
テムを点検してください。

X) 車両床の高 さ

900 mm 

Y) 最大許容距離

431 mm 

800 mm 449 mm 

700 mm 460 mm 

600 mm 467 mm 

X

Y

ローディングシステムの後端

ストレッチャーの
アンダーキャリッジの端
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4.2 車両の床に取付用の穴を準備する

工具 数量

ドリル 1

ドリルビットのサイズ 10.5 1

巻き尺 1

車両の床面に、図1に従って穴を開けます。
オプションのストレッチャープラットフォームまたは車両の床面の端
に対して、ローディングシステムが正しく配置されていることを確認
してください（図2）。
配線用の2つの四角い穴の1うち、1つの穴を空けます（図1）。
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車両後側

ローディングシステム後端

リアファスナー

フロントファスナー

配線用の穴 (2)

（mm）
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2

車両
後側

A) ストレッチャーの幅 600 mm

B) ローディングシステムの長さ 2000 mm

C) ストレッチャー幅 サーフェスエクステンダー展開時 972.2 mm

D) ストレッチャー幅 プッシュポール　頭側 688.5 mm

E) ストレッチャー 幅  プッシュポール 足側 709.5 mm

F) ローディングシステム後端とリアファスナーの距離 243 mm

G) ローディングシステム後端とフロントファスナーの距離 1231 mm

D

B

G

A

D

C

E

F

ローディングシステム

ストレッチャー

サーフェスエクステンダー

プッシュポール（オプション）
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4.3 カバーの取り外し

工具 数量

トルクレンチ　サイズ T27 1

1. 4 本のボルトを緩めて、中央のカバーを取り外します

カバー

サポート

2. 2 本のボルトを緩めてサポートを取り外します。
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3. リアファスナーのサイドカバーの6本のボルトを緩め、両方
のカバーを取り外します。この手順で、側面の穴に装着されて
いるスプリングが解放されます。スプリングは安全な場所に保
管してください。

カバー

リアファスナー
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4.4 車両床への取り付け

作業を始める前に、インターフェイスブロック（次ベージの図）が含
まれているか確認してください。インターフェイスブロックは、車両
内でローディングシステムの高さを上げ、200mmのホイールを備
えたストレッチャーを収容するために必要です。

部品 数量

M10ボルト (強度クラス10.9) 18

ロックタイト242（青） 少量

工具 数量

六角レンチ 1

● フロントファスナーおよびリアファスナーを取り付けるには、18
本のM10ボルト（付属していません）を使用してください。ボルト
の長さは車両の構造により異なる場合があります。必ず強度ク
ラス10.9以上のボルトを使用し、接続部はロックタイトでしっか
りと固定してください。

● リアファスナーの底板にある四角い穴は配線用です。

警告

• ファスナーを床に固定する際は、メーカー指定の部
品のみを使用してください。

• 不適切な取り付けは、怪我、製品や車両に損傷を
与える可能性があります。固定具は必ず床の補強
された部分に設置してください。

• ファスナーの構造に干渉しないようにしてください。

注意

ロックタイトは、製品に含まれていません。

フロントファスナー

車両後側

配線用の穴

リアファスナー

M10ボルト(18)

1
0
 m

m

M10ボルト(18)
ファスナー

スチール製補強板
床面重要

ファスナーは、補強した床に設置してください。厚さ10mm
以上のスチール製補強板を使用してください。
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4.5 車両の充電回路との接続 

ローディングシステムを車両の充電回路と接続する際は、下表
の接続要件に従ってください。

車両の接続要件 Value

保護ヒューズ 7.5 A

配線の断面 4 mm2 以上

最大電圧 15 V

最小電圧(旧モデル バイパー ストレッチャー) 13.7 V

最小電圧(新モデル バイパー ストレッチャー) 11.5 V

最大電流 4 A

● ローディングシステムを充電するための接触面は、リアファス
ナーにあります。

● 7.5A保護ヒューズからの専用ケーブルを配線用穴に直接配線
し、リアファスナーの赤色12V（+）ケーブルと黒色GND（-）
ケーブルに接続します。このケーブルに他のデバイスを接続しな
いでください。

● 接触面の電圧と方向を確認するには、電圧計を使用してくださ
い。

警告

配線を誤ると、充電システムが損傷する可能性がありま
すので、本書に従い、電気技師が行って下さい。

車両後側

接触面
12V (+)

接触面
GND (-)
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1. 「4.3 カバーの取り外し」を参考にして、リアファス
ナーのカバーを取り外します。

2. 配線を取り出します。

3. 接続する配線の被覆を10㎜はがします。

4. コネクターの爪を起こします。

5. 配線を奥まで差し込み、爪を倒します。配線を引
き、しっかりと固定されていることを確認してくださ
い。

配線色は赤がプラス、黒がマイナスです。配線用の
穴に配線を通し、ヒューズを介して配線を電源に接
続してください。
必要に応じてリレー等を使用し、車両のキーポジショ
ンに合わせて通電をコントロールしてください。
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4.6 カバーの取り付け

工具 数量

六角レンチ　サイズ3 1

ロックタイト 242（青） 少量

1. スプリングをスプリング穴に戻し、サイドカバーから取り外し
た6本のボルトを使って、リアファスナーのカバーを取り付けま
す。ボルトは、ロックタイトでしっかりと固定します。

カバー

リアファスナー
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2. 2 本のボルトを使用してサポートを再度取り付けます。

3. 4本のネジを使って中央カバーを元の位置に取り付けます。

注意：インターフェイス ブロックが取り付けられている場合、センター
カバーのサポートを交換する必要があります。

センターカバー

サポート
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4.7 ストレッチャーの設置

● ローディングシステムが正常に機能していることを確認してくだ
さい。必要に応じて、ストレッチャーのヘッドエンドロックピンの高
さを調整し、ヘッドエンドロック機構からの距離が最小限になる
ようにしてください。

● ローディングシステムが正常に動作し、車両の床にしっかりと固
定されていることを確認してください。

● ストレッチャーがローディングシステムにロックされている状態で
充電されていることを確認してください。

● ローディングシステムは、メーカーが認定した製品のみが使用
できます。

警告

• ストレッチャーのヘッドエンドロックピンの調整が不適切
な場合、損傷や怪我に繋がる恐れがあります。使用前
に必ずロックピンが正常に機能していることを確認してく
ださい。

• 不適切なストレッチャーの使用は、怪我の原因となる可
能性があります。製造元が承認し、ローディングシステ
ムに適合したストレッチャーのみを使用してください。

最大 2 mm

車両後側

ストレッチャーの
ヘッドエンドロックピン

フロントファスナー (2)
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5 - 特長

5.1 リリースハンドル
リリースハンドルは、ローディングシステムの後部にあります。リ
リースハンドを押し下げると、ストレッチャーとのロックが解除されま
す。

5.2 リアファスナー
リアファスナーは、ローディングシステムの後部にあります。車両搬
送中にストレッチャーを固定します。

5.3 フロントファスナー
フロントファスナーは、リアファスナーの前にあります。車両搬送中
にストレッチャーを固定します。

5.4 充電システム
充電システムは、ローディングシステムの背面固定部にあります。
ストレッチャーがローディングシステムにロックされ、充電システム
が接続されて電源が投入されると、以下の動作を行います

● ストレッチャーの電源をオフにする。
● ストレッチャーのバッテリーを充電する。

充電システムに電力を供給するには、車両のイグニッション、イン
バーターをオンにする必要がある場合があります。
ストレッチャーのインジケーターライトが緑色に点滅している場合
は、充電中です。

車両後側

車両後側

リリースハンドル

リアファスナー

フロントファスナー(2)
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5.5 スライダー
スライダーは、様々な角度や高さからストレッチャーをローディング
アームに導くように設計されています。
角度が付いたスライダーの形状により、ストレッチャーをローディング
アームの中央に誘導します。
ストレッチャーをローディングアームに向かって移動し、スライダープ
ラットフォームの両側にあるリリース機構が押されて作動すると、スト
レッチャーが搬入可能になります。

5.6 ローディングアーム
ローディングアームは、ストレッチャーを車両へ搬入する時、ストレッ
チャー、傷病者、付属機器の重量を支えるよう設計されています。
ストレッチャーがローディングアームに向かって移動すると、リフティ
ングレバーが自動的に解放され、上昇します。
それにより、ストレッチャーをローディングアームに固定します。

リリース機構 (2)

リフティングレバー

ローディングアーム
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6 - 使用方法

警告

• 不適切な操作は怪我につながる恐れがあります。
ローディングシステムは、本書に記載されている手順
に従って操作してください。

• 不適切なストレッチャーの使用は、怪我につながる恐
れがあります。適合するストレッチャーのみを使用し
てください。

6.1 使用開始前の準備 

● 使用開始前に、操作員は必ず本書をよく読んで理解してくださ
い。適切なトレーニングも必要です。

● ローディングシステムに同梱されているアクセサリーを取り付け
てください。

● ストレッチャーの搬入高さが正しく設定されていることを確認して
ください。

● ローディングアームが正常に動作することを確認してください。

6.2  ガイドライン

● ストレッチャーのローディングシステムを操作する際は、所属組
織の傷病者搬送プロトコルに従ってください。

● ストレッチャーの搬入・搬出を行う前に、傷病者とコミュニケー
ションをとってください。

● 常に傷病者の傍にいて、目を離さないでください。
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6.3 ローディングアームの操作
（ストレッチャー なし）

ローディングアームの引き出し

1. スライダーを両手で保持します。
2. 赤いコントロールハンドルを握って、ローディングアームのロッ

クを解除します。
3. ローディングアームがリニアガイド上で完全に伸びた状態まで

車両から引き出します。
4. コントロールハンドルを放し、ローディングアームを少し前後に

動かして、完全にロックされていることを確認します。

ローディングアームの収納

1. スライダーを両手で保持します。
2. 赤いコントロールハンドルを握って、ローディングアームのロッ

クを解除します。
3. ローディングアームを車両に向かって押します。
4. コントロールハンドルを放し、ローディングアームを車両内に押

し込みます。スライダーがローディングフレームの後端と揃う
と、ローディングアームは自動的に停止します。

5. ローディングアームを少し前後に動かして、完全にロックされて
いることを確認します。

6. ローディングアームが正しくロックされると、リリースハンドルは
水平になります。

スライダー

コントロールハンドル

ローディングアームとリニアガイドが完全に伸びた位置

ローディングアームが車両内に収納

警告
ローディングアームがロックされていないと、怪我や損傷
の原因となります。使用しないときは、必ずローディング
アームがしっかりとロックされていることを確認してくださ
い。

注意

ローディングアームを引き出す際、リニアガイドの溝に
沿って移動します。その後、リニアガイドレールに磁気的
に接続し、車両から外側へ移動します。

重要
ストレッチャーを搬入する前に、ローディングアームとリニ
アガイドが完全に伸びた位置にあることを確認してくださ
い 。
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7 - メンテナンス

1. ストレッチャーおよび洗浄の妨げになる機器を取り外します。
2. ローディングアームを完全に伸ばします。
3. ローディングシステムの表面を、ぬるま湯と中性洗剤で手洗

いしてください。
4. ぬるま湯で濯ぎます。タオルで拭くか、自然乾燥させてくださ

い。
注意：汚れや異物が製品に付着し、損傷の原因となるため、製
品には注油しないでください。

7.7 保管
• 製品は屋内の涼しく乾燥した場所に保管してください。
• 直射日光や極端な温度にさらさないでください。

注意

• フェノール類やヨウ素類を含む消毒剤や洗浄剤は
損傷を引き起こす可能性があります。これらを含む
製品は使用しないでください。

• 研磨剤入りの洗浄剤を使用すると損傷を引き起こす
可能性がありますので、使用しないでください。

• 潤滑剤を塗布すると、損傷する可能性がありますの
で、塗布しないでください。

• 保守点検の前に、適切に洗浄・消毒してください。

7.1 メンテナンス スケジュール
ローディングシステムは、定期的なメンテナンスが必要です。メンテ
ナンススケジュールを立て、それに従って実施してください。右の表
は、メンテナンスの最小頻度です。
メンテナンス記録を保管してください。

7.2 耐用年数
製品の耐用年数は、使用頻度、使用環境、メンテナンスなど、多くの
要因によって左右されます。長くお使いいただくために、本書に記載
されている消毒、清掃、点検の手順に従ってください。

7.3 消毒
ローディングシステムの表面（全体）を消毒剤で清拭してください。
消毒剤の使用方法と接触時間については、消毒剤メーカーの指示
に従ってください。消毒する際には、ローディングシステムに損傷が
ないか、確認して下さい。

7.4 洗浄

7.5 注油

本器のスイングブレースに半年1回、注油してください。

警告
• 不適切なメンテナンスは怪我の原因となります。本書

に記載されている手順に従ってメください。
• 保守点検を怠ると、怪我や損傷につながる可能性が

あります。訓練を受けた技術者による定期的な点検
を受けてください。

最小頻度 毎使用後 
必要に
応じて 毎月

消毒 •

洗浄 • •

点検 • •

24

7.6 保守点検

保守点検は、訓練を受けたサービスエンジニアによって定期的に実
施する必要があります。弊社が提供する保守点検サービスを参考
にして実施して下さい。

平川 法義
鉛筆



チェックリスト
● すべての部品が揃っていること

● 全体的に過度の摩耗がないこと

● すべてのハードウェアがしっかりと固定されているこ

● すべての可動部品が円滑かつ適切に作動すること

● 搬入・搬出が適切に行われること

● ストレッチャーがローディングシステムに正しく固定されてい
ること

● 電源が入った状態でストレッチャーをローディングシステムに
固定し、充電できること

● 車両の床下、床面、ローディングシステムに摩耗、目立った
損傷がないこと

注意

• すべての接続部がしっかりと締まっていることを確認
してください。ただし、電動工具を使用する場合は、車
両の床下のナットとボルトがバッキングプレートを突
き抜ける恐れがあるため、締めすぎに注意して下さ
い。

• 部品がバッキングプレートを突き抜けていることが分
かった場合は、直ちにローディングシステムの使用を
中止し、修理してください。

7.7 点検
チェックリストに従い、定期的に点検してください。
本ページに記載されている項目を毎日点検することを推奨します。
点検で損傷や過度の摩耗が見つかった場合は、修理が完了するま
で使用を中止してください。
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